
令和８年３月１０日 

 

令和１０年度入学者選抜（令和９年度実施）における変更について 

 

茨城工業高等専門学校長 

 

 令和１０年度入学者選抜（令和９年度実施）において, 下記のとおり変更します。 

 

記 

 

１．募集人員 

 

【変更前】 

学科 

募  集  人  員 

推薦による選抜 
学力検査による選抜 

帰国子女特別選抜 

外 国 人 特 別 選 抜 合計 200 名 

国際創造工学科 65 名 135 名 

 

【変更後】 

学科 

募  集  人  員 

推薦による選抜 
学力検査による選抜 

帰 国 生 特 別 選 抜 

外 国 人 特 別 選 抜 合計 200 名 

国際創造工学科 100 名 100 名 

※選抜方法ごとの募集人員を上記のとおり変更します。合計の募集人員は変更ございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．入試制度及び募集人員の詳細 

 

【変更前】 

選抜方法 入試制度 募集人員（200 名） 

推薦による選抜 特例適用制度 

機械・制御系 26 名 

電気・電子系 13 名 

情報系 13 名 

化学・生物・環境系 13 名 

学力検査による選抜 
特例適用制度 

機械・制御系 12 名 

電気・電子系 6 名 

情報系 6 名 

化学・生物・環境系 6 名 

通常学力入試制度 

 

105 名 帰国子女特別選抜 

外国人特別選抜 
若干名 

 

【変更後】 

選抜方法 募集人員（200 名） 

推薦による選抜 

機械・制御系 40 名 

電気・電子系 20 名 

情報系 20 名 

化学・生物・環境系 20 名 

学力検査による選抜  

100 名 
帰国生特別選抜 

外国人特別選抜 
若干名 

※推薦による選抜は, 主専攻を１つ選び出願します。この選抜方法で合格すると, 第２学年進級時に, 

出願時に選択した主専攻に優先的に配属されます。 

 なお, 当該選抜で入学した学生が, 第２学年進級時に出願時に選択した主専攻と異なる主専攻を

選択することも可能です。しかし, その際は, 優先的に主専攻に配属される権利はなくなり, 学力検

査による選抜等で入学した学生と同条件で主専攻への配属が決定します。 

 また, 当該選抜で入学した学生が著しく成績不振になったり, 学校生活で問題行動を起こした等

の場合は, 優先的に主専攻に配属される権利はなくなり, 学力検査による選抜等で入学した学生と

同条件で主専攻への配属が決定します。 

 

※学力検査による選抜, 帰国生特別選抜及び外国人特別選抜は, 主専攻を選ばずに出願します。これ

らの選抜方法で合格すると, 入学後に１年間共通のカリキュラムで学び, 第２学年進級時に主専攻

を選択することとなります。 

 なお, 定員の関係上, 第２学年進級時に選択する主専攻に配属されない場合があります。主専攻へ

の配属は第１学年の成績や学生生活の様子等を考慮して決定されます。 

 



３．推薦による選抜の出願要件 

 

【変更前】 

 推薦による選抜に出願できる者は，次の各条件に該当する者で，合格した場合入学を確約できる

者とします。 

（1）令和●年 3月に中学校卒業見込みの者又は義務教育学校卒業見込みの者，中等教育学校前期課

程修了見込みの者，及び文部科学大臣が中学校の課程と同等課程を有するものとして認定した在外

教育施設の当該課程を修了見込みの者で，在籍学校長の推薦を得た者 

（2）学業，人物ともに優秀で，本校を志望する動機，理由等が明確，適切である者 

（3）中学校第 1学年，第 2学年及び第 3学年の 9教科の成績が，5段階評価の評定の合計で 118 以

上の者 

 

【変更後】 

推薦による選抜に出願できる者は，次の各条件に該当する者で，合格した場合入学を確約できる

者とします。 

（1）令和●年 3月に中学校卒業見込みの者又は義務教育学校卒業見込みの者，中等教育学校前期課

程修了見込みの者，及び文部科学大臣が中学校の課程と同等課程を有するものとして認定した在外

教育施設の当該課程を修了見込みの者で，在籍学校長の推薦を得た者 

（2）学業，人物ともに優秀で，本校を志望する動機・理由等が明確，適切である者 

（3）中学校第 2学年及び第 3学年の 5教科 （国 , 社会, 数学, 理科, 英 ）の成績が，5段階評価

の評定の合計で 42 以上の者 

 

 


